
　2022年度に高齢者の補聴器購入補助のモデル事業が実施されるこ
とになりました。都道府県で初めて。
　私が発案し、2018年12月議会に共産党県議団が補聴器購入補助
制度を国に求める意見書を提案して、全会一致で可決。以来、国に要求
するとともに県独自にも制度を作るよう県にくり返し求めてきました。
３月の予算特別委員会で
　私は「モデル事業にとどめず、高齢者の尊厳を守り、健康な生活の維
持のために恒久的制度に」と訴え、補助額（２万円）の増額、募集人員
（400人）拡大も要求しました。

　兵庫県議会は３月１日、「ロシアのウクライナ侵攻を非難
する決議」を全会一致で採択。ロシア軍の無条件即時撤退
へ政府にあらゆる外交努力を要請しています。
　プーチン政権は国連憲章に反してウクライナを侵略し、
原発や病院なども攻撃して子どもたち、民間人まで殺傷。
核兵器使用まで口にしています。絶対
に許されません。
　いま大事なのは経済制裁や人道支援
とともに、侵略をやめさせるためには
プーチン政権を包囲する国際世論が決
定的に重要です。「ロシア軍は撤退せ
よ」と声を上げましょう。

　大学を誘致し、遊園地やプールなどを廃止する王子公園再整
備計画への意見募集は、市民から1,456通（5,632件）、市外から
892通も寄せられ、「わたしから神戸市への提案」にも1,026通もの
意見がありました。
　久元市長は再検討す
ると表明しながらも、「大
学誘致の必要性をてい
ねいに説明したい」と考え
を変えません。
　「再整備」計画は撤回
し、市民の声を聞いた計
画にさせましょう。

購入補助のモデル事業
補聴器

　神戸の中学校給食が、おかずが冷たいデリバリー弁当から全員で
食べる温かい給食に改善することが決まりました。中学生、保護者の
皆さんの長年の願いがついに実りました。　
　私も2011年の初当選以来、中学校給食の実現と改善に、皆さんとと
もに一貫して取り組んできました。
　しかし、「センター（共同調理場）方式」と民間業者委託を中心にす
るため、センター建設に時間がかかり実施予定は2024年度中と、遅く
なります。
　「親子方式」（小学校で調理して
中学校に運ぶ）ですぐに実施し、
優れた「自校調理方式」を広げて
いくことを提案します。

すぐに実施を
温かい中学校給食がついに実現！

　私と松本のり子、
西ただす市議、東灘
区の女性が大学入
学共通テスト（１月）
に向け、遅刻できな
いため声を上げられ
ない受験生を狙う卑
劣な痴漢の防止対
策をＪＲ、阪神、阪
急、神戸市営地下
鉄 、神 戸 新 交 通

（ポートライナー、六甲ライナーを運営）と兵庫県警に申し入れました。
　その結果、駅構内や一部電車内で「痴漢は犯罪です。被害に遭われた方、見かけ
た方は連絡を」などのアナウンスが実現!
　朝日新聞1月25日付夕刊の１面で取り上げられるなど全国で大きな反響を呼び、神
奈川、東京、京都、大阪などにも取り組みが波及しました。

３月の予算特別委員会で
　この成果の上に、私は県警に、▽アナウンスは構
内だけでなく車内で行い、３月で終わらせず続ける
よう鉄道事業者に要請を▽「被害者は何ら悪くな
い」「警察は痴漢を見逃さない」というメッセージの
発信▽鉄道警察隊の増員―などを求めました。　

痴漢から受験生守れ　駅・電車アナウンス実施

　高校など県立学校でトイレへの生理用品
の設置が進んでいます。
　「生理用品の無償配布を実現する会」の
方々や私たちが求めてきたことです。

３月の予算特別委員会で
　私は、「次はトイレ個室への設置を」と要
望。県教育委員会は「個室を含めたトイレ内
への設置は、生
徒がより使いや
すい工夫を学校
に促す」と前向き
に答弁しました。

トイレに
生理用品設置進む

県立学校

　ＤＶ被害者の公営住宅入居
はこれまで、公的保護施設に
いったん入所などが要件でした
が、国交省の１月の通達で、被
害者を保護した民間支援団体
が申請すれば入居できるように
なりました。
　神戸の民間支援団体の取り
組みが実りました。共産党県議
団もこの間、県と国に
要請し、私も議会で取
り上げてきました。

県営住宅に
入居しやすく

DV被害者

神戸市で始まります。
　４月～翌年３月の通学定期券額の合計が144,000円（月平
均で12,000円）を超える場合に、超える部分の２分の１が補
助されます。2022年度は、９月～2023年３月が対象期間となる
ため、84,000円（月平均で12,000円）を超える場合に、超え
る部分の２分の１を補助。

高校通学費補助

【対象者】18歳までの神戸市在住の高校生・高等専門学校
生等。所得制限なし

【申請受付期間】2023年1月から4月
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党県議団が訴え=2月25日、元町

information

阪神本社へ申し入れる（左から）こむら潤さん、きだ、松本市議＝1月11日

王子動物園前でアピールする（左から）西市議、きだ、
松本市議＝昨年12月19日

共通テスト当日、ホームで受験生
見守り活動をする（左から）西市
議、きだ＝1月15日、摂津本山駅

県立高校のトイレに
置かれた生理用品
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〈東灘事務所〉〒658-0053 神戸市東灘区住吉宮町3丁目15-8　TEL.078-414-8875　FAX.078-414-8876　　〈日本共産党県議団控室〉　TEL.078-341-7711　FAX.078-351-3139

プロフィール ●1970年生まれ。神戸女子薬科大学卒。薬剤師。東神戸病院などに勤務●95年の阪神・淡路大震災で被災、医療

分野で被災者救援に従事●2011年、県会議員に初当選。 県議会で健康福祉・文教・産業労働・建設・総務の各常任委員を歴任

●東神戸医療互助組合理事、東灘民主商工会顧問、保育所父母の会元会長●渦森台在住。家族は夫、大学生と高校生の女子
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